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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（ａ）ポリオレフィン、
（ｂ）式
【化１】

（式中、
Ｒは、炭素原子数１６ないし２４のアルキル基を表わし、
Ｒ1及びＲ2は、独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２２のアルキル基又は炭素原子
数２ないし２２のアルケニル基を表わし、ここで、Ｒ1及びＲ2の少なくとも１つは、炭素
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原子数１２ないし２２のアルキル基又はアルケニル基を表わし、
ｎは、平均分子量が２００００ないし５００００となるような整数を表わす。）で表され
るエステル又は半エステル、
式
【化２】

（式中、
Ｒは、炭素原子数１６ないし２４のアルキル基を表わし、
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は、独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし２２のアルキル基
又は炭素原子数２ないし２２のアルケニル基を表わし、ここで、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3又はＲ4の
少なくとも１つは、炭素原子数１２ないし２２のアルキル基又はアルケニル基を表わし、
ｎは、平均分子量が２００００ないし５００００となるような整数を表わす。）で表わさ
れる第一級アミド又は第二級アミド；又は
式
【化３】

（式中、
Ｒは、炭素原子数１６ないし２４のアルキル基を表わし、
Ｒ1は、炭素原子数１２ないし２２のアルキル基又はアルケニル基を表わし、
ｎは、平均分子量が２００００ないし５００００となるような整数を表わす。）で表わさ
れるイミド、
である官能化されたマレイン酸変性α－オレフィン
（ｃ）第一級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミド
を含む組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐引掻性ポリオレフィン組成物を目的とする。本発明はまた、特定の耐引掻
性添加剤を配合することによりポリオレフィン組成物に耐引掻性を付与する方法を目的と
する。ポリオレフィン組成物は、例えば、熱可塑性オレフィン（ＴＰＯ）成形品である。
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該成形品は、例えば自動車用途において有用である。
【背景技術】
【０００２】
　米国特許第６，０４８，９４２号明細書は、ポリシロキサン、金属ステアレート、飽和
脂肪酸アミド及び不飽和脂肪酸アミドから選択される傷抵抗性添加剤を含む熱可塑性オレ
フィン組成物を開示している。
【０００３】
　特開２００２－３３８７７８号公報は、脂肪酸アミドを含むグラフトコポリマー組成物
を教示している。
【０００４】
　米国特許第５，７３１，３７６号明細書は、ポリオルガノシロキサンの含有によって耐
引掻性が改善されたポリプロピレンブロックコポリマーを開示している。該組成物は、更
に脂肪酸アミドを含み得る。
【０００５】
　米国特許第５，５８５，４２０号明細書は、プレート状無機充填剤を含む耐引掻性ポリ
オレフィン組成物を教示している。該組成物は、更に、高ゴム性エチレン－プロピレンコ
ポリマー、脂肪酸アミド、ポリオルガノシロキサン又はエポキシ樹脂を含み得る。
【０００６】
　特開２００２－００３６９２号公報は、脂肪酸アミドを含むポリプロピレン樹脂を開示
している。
【０００７】
　特開昭６２－０７２７３９号公報は、特定のポリオレフィンと、ゴム状物質及び特定量
の特定の粒子サイズの雲母を化合することによって製造される自動車部品用の成形品を目
的とする。ポリオレフィンは、不飽和カルボン酸（無水物）、例えば無水マレイン酸で変
性された特定のポリプロピレン及びポリオレフィンからなる。
【０００８】
　特開昭６３－０１７９４７号公報は、耐引掻性プロピレンポリマー組成物を目的とする
。
【０００９】
　特開２００１－２６１９０２号公報は、内装品の製造のための成形材料として有用なポ
リプロピレン樹脂組成物を目的とする。
【００１０】
　米国特許出願公開第２００３／０００４２４５号明細書は、ポリオレフィン及びポリオ
レフィンとα，β－不飽和カルボン酸エステル、α，β－不飽和カルボン酸又はα，β－
不飽和カルボン酸無水物の反応生成物のブレンドを教示している。
【００１１】
　ポリ無水物樹脂が、２００４年度ＣＰ　Ｃｈｅｍ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓデータシートに記載されている。
【特許文献１】米国特許第６，０４８，９４２号明細書
【特許文献２】特開２００２－３３８７７８号公報
【特許文献３】米国特許第５，７３１，３７６号明細書
【特許文献４】米国特許第５，５８５，４２０号明細書
【特許文献５】特開２００２－００３６９２号公報
【特許文献６】特開昭６２－０７２７３９号公報
【特許文献７】特開昭６３－０１７９４７号公報
【特許文献８】特開２００１－２６１９０２号公報
【特許文献９】米国特許出願公開第２００３／０００４２４５号明細書
【非特許文献１】２００４年度ＣＰ　Ｃｈｅｍ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ
ｓデータシート
【発明の開示】
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【００１２】
　驚くべきことに、ポリオレフィン基材は、長鎖アルコール又は長鎖アミンで官能化され
たマレイン酸変性α－オレフィン及び第一級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミドの添加
剤の組み合わせを配合することによって、耐引掻性を得ることが発見された。
【００１３】
　本発明は、
　（ａ）ポリオレフィン、
　（ｂ）長鎖アルコール又は長鎖アミンで官能化されたマレイン酸変性α－オレフィン、
及び、
　（ｃ）第一級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミド
を含む組成物に関する。
【００１４】
　ポリオレフィン基材に耐引掻性を付与する方法であって、該方法は、前記ポリオレフィ
ンに、（ｂ）長鎖アルコール又は長鎖アミンで官能化されたマレイン酸変性α－オレフィ
ン及び（ｃ）第一級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミドの有効量を配合することからな
る方法も開示する。
【００１５】
　ポリオレフィンの例は以下の通りである：
　１．モノオレフィン及びジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブテ－１－エン、ポリ－４－メチルペンテ－１－エン、ポリイソプレン又は
ポリブタジエン、並びにシクロオレフィン、例えばシクロペンテン又はノルボルネンのポ
リマー、ポリエチレン（所望により架橋され得る）、例えば高密度ポリエチレン（ＨＤＰ
Ｅ）、高密度及び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度及び超高分子量ポ
リエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ）、低密度ポリエチ
レン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（ＶＬＤＰＥ）及び（ＵＬ
ＤＰＥ）。
【００１６】
　ポリオレフィン、すなわち前の段落において例示したモノオレフィンのポリマー、例え
ばポリエチレン及びポリプロピレンは、異なる方法によりそしてとりわけ以下の方法によ
り調製され得る：
　ｉ）ラジカル重合（通常は高圧及び高温下において）。
　ｉｉ）通常、周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂ又はＶＩＩＩ群の金属の一つ又はそれ以上
を含む触媒を使用した触媒重合。これらの金属は通常、一つ又はそれ以上の配位子、典型
的にはｐ－又はｓ－配位し得るオキシド、ハロゲン化物、アルコレート、エステル、エー
テル、アミン、アルキル、アルケニル及び／又はアリールを有する。これらの金属錯体は
遊離形態であるか、又は基材に、典型的には活性化塩化マグネシウム、チタン（ＩＩＩ）
クロリド、アルミナ又は酸化ケイ素に固定され得る。これらの触媒は、重合媒体中に可溶
又は不溶であり得る。該触媒は重合においてそのまま使用され得、又は他の活性化剤、典
型的には金属アルキル、金属ヒドリド、金属アルキルハライド、金属アルキルオキシドま
たは金属アルキルオキサンであって、該金属が周期表のＩａ、ＩＩａおよび／またはＩＩ
Ｉａ群の元素であるものが使用されることができる。該活性化剤は、他のエステル、エー
テル、アミン又はシリルエーテル基で都合良く変性され得る。これらの触媒系は、通常、
フィリップス、スタンダード・オイル・インディアナ、チグラー（－ナッタ）、ＴＮＺ（
デュポン）、メタロセン又はシングルサイト触媒（ＳＳＣ）と命名される。
【００１７】
　２．１.）で言及されたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレン
、ポリプロピレンとポリエチレン（例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤＰＥ）の混合物
、及び異なる型のポリエチレンの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００１８】
　３．モノオレフィン及びジオレフィンの互いの又は他のビニルモノマーとのコポリマー
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、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）及び
それの低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテ－１－エンコポリ
マー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテ－１－エンコポリマー、エ
チレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプテ
ンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー、イ
ソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー、エチ
レン／アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマー及び一酸化
炭素又はエチレン／アクリル酸コポリマーを有するそれらのコポリマー及びそれらの塩（
アイオノマー）ならびにエチレンとプロピレン及びへキサジエン、ジシクロペンタジエン
又はエチリデン－ノルボルネンのようなジエンとのターポリマー；及びそのようなコポリ
マーの互いの及び１）で上述したポリマーとの混合物、例えばポリプロピレン／エチレン
－プロピレンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤ
ＰＥ／エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／
ＥＡＡ及び交互又はランダムのポリアルキレン／一酸化炭素コポリマー及びそれらの他の
交互ポリマー、例えばポリアミドとの混合物。
【００１９】
　４．１.）で言及されたポリマーと衝撃改質剤、例えばエチレン－プロピレン－ジエン
モノマーコポリマー（ＥＰＤＭ）、エチレンとより高級なα－オレフィンのコポリマー（
例えば、エチレン－オクテンコポリマー）、ポリブタジエン、ポリイソプレン、スチレン
－ブタジエンコポリマー、水素化スチレン－ブタジエンコポリマー、スチレン－イソプレ
ンコポリマー、水素化スチレン－イソプレンコポリマーのブレンド。これらのブレンドは
、一般に、業界では、ＴＰＯ’ｓ（熱可塑性ポリオレフィン類）として言及される。
【００２０】
　本発明のポリオレフィンは、例えば、ポリプロピレンホモポリマー及びコポリマー、及
びポリエチレンホモポリマー及びコポリマーを含むポリプロピレン又はポリエチレンであ
る。例えば、ポリプロピレン、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレ
ン（ＬＬＤＰＥ）及び、ポリプロピレンランダム及び耐衝撃性（異相性の）コポリマー。
本発明の好ましいポリオレフィンは、ポリプロピレンホモポリマー、ポリプロピレン耐衝
撃性（異相性の）コポリマー、それらのブレンド及びＴＰＯ’ｓ、例えば、ポリプロピレ
ンホモポリマー及び耐衝撃性コポリマーとＥＰＤＭ又はエチレン－α－オレフィンコポリ
マーのブレンドを含む。
【００２１】
　本発明のポリオレフィンは、とりわけＴＰＯ’ｓである。ＴＰＯは、例えば約１０ない
し約９０部のプロピレンホモポリマー、コポリマー又はターポリマー、及び約９０ないし
約１０部（質量部）のエチレン及び炭素原子数３ないし８のα－オレフィンの弾性コポリ
マーからなる。ＴＰＯは、例えば米国特許第６，０４８，９４２号明細書に開示される。
【００２２】
　マレイン酸変性α－オレフィンは、例えば、米国特許出願公開第２００３／０００４２
４５号明細書に開示される。マレイン酸変性α－オレフィンは、例えば、α－オレフィン
と無水マレイン酸又はマレイン酸の反応生成物である。反応は、従来技術で既知の方法に
よって行われる。例えば、反応は、フリーラジカル開始剤の存在下で溶融法によって行わ
れ得る。該ラジカル開始剤は、例えばペルオキシド又は有機アゾ化合物である。
【００２３】
　例えば、本発明のマレイン酸変性α－オレフィンのα－オレフィンは、炭素原子数３な
いし約３３までのものであり、例えば、α－オレフィンは、炭素原子数１８ないし２６の
α－オレフィン、例えば炭素原子数２２ないし２６の又は炭素原子数１８のα－オレフィ
ンである。
【００２４】
　マレイン酸変性α－オレフィンは、長鎖アルコール又は長鎖アミンで官能化される。即
ち、マレイン酸変性α－オレフィンは、長鎖アルコール又は長鎖アミンと反応し、エステ
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ル又はアミド又はイミド生成物を形成する。
【００２５】
　例えば、本発明の官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンは、長鎖アルコールとの
反応から得られるエステル又は半エステル生成物であるか、又は長鎖第一級アミン又は第
二級アミンとの反応から得られるアミド又はイミド生成物である。イミドは、半アミドを
加熱することによって製造され得る。本発明の官能化されたマレイン酸変性α－オレフィ
ンは、エステル及びアミドの混合物であり得る。
【００２６】
　半エステル誘導体は、反応混合物から水が除去されないような条件下で、攪拌下の、適
当な溶媒中のマレイン酸変性α－オレフィンの酸触媒溶液へアルコールを滴下添加するこ
とによって形成され得る。適当な溶媒は、例えば、メチルイソブチルケトンである。適当
な酸触媒は、硫酸、メタンスルホン酸及びｐ－トルエンスルホン酸を含む。ジエステルは
、過剰なアルコールを使用し、完全なエステル化に向けて反応を進めるために水を除去し
て製造される。
【００２７】
　例えば、官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンは、式
【化１】

（式中、
　Ｒは、炭素原子数１６ないし２４のアルキル基を表わし、
　Ｒ1及びＲ2は、独立して、水素原子、炭素原子数１ないし２２のアルキル基又は炭素原
子数２ないし２２のアルケニル基を表わし、ここで、Ｒ1及びＲ2の少なくとも１つは、炭
素原子数１２ないし２２のアルキル基又はアルケニル基を表わし、
　ｎは、平均分子量が約２００００ないし約５００００となるような整数を表わす。）で
表されるエステル又は半エステルである。
【００２８】
　例えば、本発明の官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンは、式
【化２】

（式中、
　Ｒは、炭素原子数１６ないし２４のアルキル基を表わし、
　Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3及びＲ4は、独立して、水素原子又は炭素原子数１ないし２２のアルキル
基又は炭素原子数２ないし２２のアルケニル基を表わし、ここで、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3又はＲ4

の少なくとも１つは、炭素原子数１２ないし２２のアルキル基又はアルケニル基を表わし
、
　ｎは、平均分子量が約２００００ないし約５００００となるような整数を表わす。）で
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表わされる第一級アミド又は第二級アミドである。
【００２９】
　例えば、本発明の官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンは、式
【化３】

（式中、
　Ｒは、炭素原子数１６ないし２４のアルキル基を表わし、
　Ｒ1は、炭素原子数１２ないし２２のアルキル基又はアルケニル基を表わし、
　ｎは、平均分子量が約２００００ないし約５００００となるような整数を表わす。）で
表わされるイミドである。
【００３０】
　例えば、Ｒは、炭素原子数１６のアルキル基又は炭素原子数２０ないし２４のアルキル
基である。
【００３１】
　例えば、本発明の官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンは、牛脂アルコール、リ
シノレイルアルコール［ＣＡＳ登録番号：５４０－１１－４］又はオレイルアルコールを
有するマレイン酸変性炭素原子数１８ないし２６のα－オレフィンの半エステル又はエス
テルである。即ち、マレイン酸変性α－オレフィンと長鎖アルコールの半エステル又はエ
ステル反応生成物である。
【００３２】
　例えば、本発明の官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンは、オレアミド、エルカ
ミド、ステアラミド、ベヘナミド、オレイルパルミタミド、ステアリルエルカミド、エチ
レン－ビス－ステアラミド又はエチレン－ビス－オレアミドを有するマレイン酸変性炭素
原子数１８ないし２６のα－オレフィンのアミドであるか、又は、オレアミド、エルカミ
ド、ステアラミド又はベヘナミドを有するマレイン酸変性炭素原子数１８ないし２６のα
－オレフィンのイミドである。
【００３３】
　第一級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミドの脂肪基は、炭素原子数１１ないし２１の
アルキル基又は炭素原子数１１ないし２１のアルケニル基である。本発明の第二級脂肪酸
アミドは、ビスアミドではなく、メチレン－ビスアミド又はエチレンビスアミドである。
【００３４】
　第一級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミドは、例えばオレアミド、エルカミド、ステ
アラミド、ベヘナミド、オレイルパルミタミド及びステアリルエルカミドからなる群から
選択される少なくとも１種の化合物である。
【００３５】
　特に、本発明の脂肪酸アミドは、第二級脂肪酸アミド、例えばステアリルエルカミド又
はオレイルパルミタミドである。
【００３６】
　適当な脂肪酸アミドは、例えば米国特許第６，２２８，９１５号明細書に開示される。
【００３７】
　アルキル基は、直鎖又は枝分かれ鎖であり、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基
、イソプロピル基、ｎ－ブチル基、第二ブチル基、イソブチル基、第三ブチル基、２－エ
チルブチル基、ｎ－ペンチル基、イソペンチル基、１－メチルペンチル基、１，３－ジメ



(8) JP 5209304 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

チルブチル基、ｎ－ヘキシル基、１－メチルヘキシル基、ｎ－ヘプチル基、イソヘプチル
基、１，１，３，３－テトラメチルブチル基、１－メチルヘプチル基、３－メチルヘプチ
ル基、ｎ－オクチル基、２－エチルヘキシル基、１，１，３－トリメチルヘキシル基、１
，１，３，３－テトラメチルペンチル基、ノニル基、デシル基、ウンデシル基、１－メチ
ルウンデシル基、ドデシル基、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキシル基、トリ
デシル基、テトラデシル基、ペンタデシル基、ヘキサデシル基、ヘプタデシル基、オクタ
デシル基、エイコシル基又はドコシル基である。
【００３８】
　２ないし２２個の炭素原子を有するアルケニル基は、例えば、ビニル基、プロペニル基
（アリル基）、２－ブテニル基、３－ブテニル基、イソブテニル基、ｎ－２，４－ペンタ
ジエニル基、３－メチル－２－ブテニル基、ｎ－２－オクテニル基、ｎ－２－ドデセニル
基、イソ－ドデセニル基、オレイル基、ｎ－２－オクタデセニル基又はｎ－４－オクタデ
セニル基等の枝分かれした又は非枝分かれの基である。
【００３９】
　官能化されたマレイン酸変性α－オレフィン添加剤［成分（ｂ）］と第一級脂肪酸アミ
ド又は第二級脂肪酸アミド添加剤［成分（ｃ）］の質量比は、例えば、約１：１ないし約
２０：１、例えば約１：１ないし約１５：１、約１：１ないし約１０：１、約１：１ない
し約７：１又は約１：１ないし約５：１である。例えば、官能化されたマレイン酸変性α
－オレフィンと第一級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミドの質量比は、約１．５：１、
約２：１、約３：１又は約４：１である。
【００４０】
　ポリオレフィン基材中に配合される官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンと第一
級脂肪酸アミド又は第二級脂肪酸アミドの添加剤組み合わせの総量は、例えば、ポリオレ
フィン基材の質量に基づき約１質量％ないし約１５質量％である。例えば、添加剤組み合
わせは、ポリオレフィン基材の質量に基づき、約１質量％ないし約１０質量％、約３質量
％ないし約７質量％又は約３質量％ないし約５質量％の量で存在する。
【００４１】
　成分（ｂ）は、好ましくは、ポリオレフィンの質量に基づき、０．０５ないし１５％、
特に１ないし１０％、例えば１ないし７％の量でポリオレフィンに添加される。
【００４２】
　成分（ｃ）は、好ましくは、ポリオレフィンの質量に基づき、０．０５ないし１５％、
特に１ないし１０％、例えば１ないし７％の量でポリオレフィンに添加される。
【００４３】
　本発明の添加剤は、個々に又は互いに混合して、ポリオレフィン基材へ添加され得る。
所望により、個々の成分は、ポリオレフィンへの配合前に、例えば、ドライブレンド、圧
縮によって、又は溶融液中で、互いに混合され得る。
【００４４】
　本発明の添加剤の配合は、粉末形態でのドライブレンド、又は例えば不活性溶媒、水も
しくはオイル中での溶液、分散液又は懸濁液の形態での湿式混合のような既知の方法によ
って行われる。本発明の添加剤は、例えば、成形の前又は後に配合され得るか、もしくは
、溶解又は分散した添加剤もしくは添加剤混合物をポリオレフィン材料へ適用し、その後
、任意に溶媒又は懸濁／分散剤の蒸発を行うことによっても行われる。それらは、例えば
、ドライ混合物又は粉末として、もしくは溶液又は分散液又は懸濁液又は溶融液として、
加工装置（例えば、押出機、密閉式ミキサー等）中へ直接添加され得る。
【００４５】
　配合は、攪拌機を備えたいかなる加熱可能な容器中、例えば、ニーダー、ミキサー又は
攪拌容器のような密閉式装置中で行われ得る。配合は、好ましくは押出機中又はニーダー
中で行われる。加工が、不活性雰囲気中又は酸素の存在下のどちらかで行われるかは重要
ではない。
【００４６】
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　ポリオレフィン基材への添加剤の添加は、ポリオレフィンが溶融され、かつ添加剤と混
合される、全ての慣例の混合機中で行われ得る。適当な機械は、当業者によって既知であ
る。それらは、主にミキサー、ニーダー及び押出機である。
【００４７】
　加工は、押出し、同時混練、引抜成形、圧縮成形、シート押出し、熱成形、射出成形又
は回転成形を含む。加工は、好ましくは、加工の間に押出機中に添加剤を導入することに
よって行われる。
【００４８】
　特に好ましい加工機械は、一軸スクリュー押出機、同時回転及び逆回転する二軸スクリ
ュー押出機、回転成形機、遊星歯車押出機、リング押出機又はコニーダーである。少なく
とも１つの減圧下で使用され得るガス除去区画を備えた加工装置を使用することも又可能
である。
【００４９】
　適当な押出機及びニーダーは、例えば、Ｈａｎｄｂｕｃｈ　ｄｅｒ　Ｋｕｎｓｔｓｔｏ
ｆｆｅｘｔｒｕｓｉｏｎ，Ｇｒｕｎｄｌａｇｅｎ　第１巻，編者．Ｆ．ヘンセン，Ｗ．ク
ナッペ，Ｈ．ポテンテ，１９８９年，３－７頁，ＩＳＢＮ：３－４４６－１４３３９－４
（Ｅｘｔｒｕｓｉｏｎｓａｎｌａｇｅｎ　１９８６　第２巻，ＩＳＢＮ３－４４６－１４
３２９－７）に記載されている。
【００５０】
　例えば、前記スクリューの長さは１ないし６０のスクリュー径、好ましくは３５ないし
４８のスクリュー径である。前記スクリューの回転速度は、好ましくは１０ないし６００
回毎分（ｒｐｍ）、より特に好ましくは２５ないし３００ｒｐｍである。
【００５１】
　最大押出量は、スクリュー径、回転速度及び駆動力に依存している。本発明の方法はま
た、上記したパラメーターを変化させること、もしくは投与量を分配する計量機を使用す
ることによって、最大押出量より低い押出量においても実施され得る。
【００５２】
　もしも、多数の成分が添加されるならば、それらは、予備混合されるか又は個々に添加
され得る。
【００５３】
　本発明の添加剤はまた、ポリオレフィン材料上へ噴霧もされ得る。それらは、他の添加
剤（例えば、任意の慣用的な添加剤）又はそれらの溶融液を希釈可能であり、そのためそ
れらも又、これらの添加剤と共に材料上へ噴霧され得る。重合触媒の失活の間の噴霧によ
る添加は、特に効果的であり；この場合、放出されたスチームが、重合触媒の失活のため
に使用され得る。球状に重合したポリオレフィンの場合、例えば、本発明の添加剤を、所
望により、他の添加剤と一緒に噴霧により使用することは有効で有り得る。
【００５４】
　本発明の添加剤及び任意の更なる添加剤はまたポリマーに、例えば、あるポリマー中に
配合された、約１質量％ないし約４０質量％、及び好ましくは２質量％ないし２０質量％
の濃度で前記成分を含むマスターバッチ（‘‘濃縮物’’）の形状でポリオレフィンに添
加され得る。前記ポリマーは、最終的に添加剤が添加されるポリオレフィンと必ずしも同
一構造である必要がない。このような操作において、該ポリマーは、粉末、グラニュール
、溶液、懸濁液の形態で、もしくはラテックスの形態で使用され得る。
【００５５】
　配合は、成形操作の前又は間に行われ得るか、もしくは、溶解又は分散した化合物をポ
リオレフィンへ適用し、その後、所望により溶媒の蒸発を行うことによって行われる。ポ
リオレフィン中へ本発明の添加剤を配合するための更なる可能性は、対応するモノマーの
重合の前に、間にもしくは直後に、又は架橋の前にそれらを添加することである。これに
関連して、本発明の添加剤は、そのままの状態で、さもなければ（例えば、ワックス、オ
イル又はポリマー中に）カプセル化された形状で添加され得る。
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【００５６】
　ここに記載された本発明の添加剤を含むポリオレフィンは、成形品、回転成形品、射出
成形品、吹込み成形品、異形材等の製造のために使用され得る。
【００５７】
　本発明のポリオレフィンはまた、所望により、約０．０１ないし約５質量％、好ましく
は約０．０２５ないし約２質量％、特に約０．１ないし約１質量％の様々な更なる添加剤
、例えば下記に列挙した化合物又はそれらの混合物も含み得る。
【００５８】
　１．抗酸化剤
　１．１．アルキル化モノフェノール、例えば、２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフ
ェノール、２－第三ブチル－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４
－エチルフェノール、２，６－ジ－第三ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、２，６－ジ
－第三ブチル－４－イソブチルフェノール、２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェ
ノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、２，６－ジ
オクタデシル－４－メチルフェノール、２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、２
，６－ジ－第三ブチル－４－メトキシメチルフェノール、線状または側鎖において分岐し
たノニルフェノール、例えば、２，６－ジ－ノニル－４－メチルフェノール、２，４－ジ
メチル－６－（１－メチルウンデシ－１－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（
１－メチルヘプタデシ－１－イル）フェノール、２，４－ジメチル－６－（１－メチルト
リデシ－１－イル）フェノールおよびそれらの混合物。
【００５９】
　１．２．アルキルチオメチルフェノール、例えば、２，４－ジオクチルチオメチル－６
－第三ブチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノール、２，
４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル－
４－ノニルフェノール。
【００６０】
　１．３．ヒドロキノンおよびアルキル化ヒドロキノン、例えば、２，６－ジ－第三ブチ
ル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－第三ブチルヒドロキノン、
２，５－ジ－第三アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフ
ェノール、２，６－ジ－第三ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロ
キシアニソール、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアレート、ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシフェニル）アジペート。
【００６１】
　１．４．トコフェロール、例えば、α－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－ト
コフェロール、δ－トコフェロールおよびそれらの混合物（ビタミンＥ）。
【００６２】
　１．５．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル、例えば、２，２’－チオビス（６－
第三ブチル－４－メチルフェノール）、２，２’－チオビス（４－オクチルフェノール）
、４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチルフェノール）、４，４’－チオビス
（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、４，４’－チオビス（３，６－ジ－第二ア
ミルフェノール）、４，４’－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）ジス
ルフィド。
【００６３】
　１．６．アルキリデンビスフェノール、例えば、２，２’－メチレンビス（６－第三ブ
チル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチル
フェノール）、２，２’－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル
）フェノール］、２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール
）、２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２，２’－メチレ
ンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ
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－第三ブチルフェノール）、２，２’－エチリデンビス（６－第三ブチル－４－イソブチ
ルフェノール）、２，２’－メチレンビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフ
ェノール］、２，２’－メチレンビス［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニル
フェノール］、４，４’－メチレンビス（２，６－ジ－第三ブチルフェノール）、４，４
’－メチレンビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－ビス（５－第三
ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス（３－第三ブチル
－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、１，１，３－トリス
（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、１，１－ビス（５－
第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデシルメルカプトブタ
ン、エチレングリコールビス［３，３－ビス（３－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル
）ブチレート］、ビス（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシク
ロペンタジエン、ビス［２－（３－第三ブチル－２－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）
－６－第三ブチル－４－メチルフェニル］テレフタレート、１，１－ビス（３，５－ジメ
チル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシフェニル）プロパン、２，２－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－
メチルフェニル）－４－ｎ－ドデシルメルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ（５－
第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【００６４】
　１．７．ベンジル化合物、例えば、３，５，３’，５’－テトラ－第三ブチル－４，４
’－ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジメチ
ルベンジルメルカプトアセテート、トリデシル－４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチ
ルベンジルメルカプトアセテート、トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンジル）アミン、１，３，５－トリ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジ
ル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、ジ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキ
シベンジル）スルフィド、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル－メルカプ
ト－酢酸イソオクチルエステル、ビス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメ
チルベンジル）ジチオールテレフタレート、１，３，５－トリス－（３，５－ジ－第三ブ
チル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、１，３，５－トリス－（４－第三ブ
チル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イソシアヌレート、３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル－リン酸ジオクタデシルエステル及び３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル－リン酸モノエチルエステル、カルシウム塩。
【００６５】
　１．８．ヒドロキシベンジル化マロネート、例えば、ジオクタデシル－２，２－ビス（
３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキシベンジル）マロネート、ジオクタデシル－２－
（３－第三ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）マロネート、ジドデシルメル
カプトエチル－２，２－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロ
ネート、ビス［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル］－２，２－ビス
（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロネート。
【００６６】
　１．９．芳香族ヒドロキシベンジル化合物、例えば、１，３，５－トリス（３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１，４－
ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－テトラメ
チルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル
）フェノール。
【００６７】
　１．１０．トリアジン化合物、例えば、２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（
３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－オ
クチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）
－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－第三
ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス（
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３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジン、１，
３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート
、１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）
イソシアヌレート、２，４，６－トリス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェ
ニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジ－第三ブチル
－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアジン、１，
３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレー
ト。
【００６８】
　１．１１．ベンジルホスホネート、例えば、ジメチル－２，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシベンジルホスホネート、ジエチル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジルホスホネート、ジオクタデシル－３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベン
ジルホスホネート、ジオクタデシル－５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルベン
ジルホスホネート、３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホン酸のモノ
エチルエステルのカルシウム塩。
【００６９】
　１．１２．アシルアミノフェノール、例えば、４－ヒドロキシラウリン酸アニリド、４
－ヒドロキシステアリン酸アニリド、２，４－ビス－オクチルメルカプト－６－（３，５
－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－ｓ－トリアジン及びオクチル－Ｎ－（３，５
－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）－カルバメート。
【００７０】
　１．１３．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
以下の一価または多価アルコールとのエステル、アルコール例、メタノール、エタノール
、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール
、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペン
チルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリ
コール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ
’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデ
カノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチ
ル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【００７１】
　１．１４．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン
酸の以下の一価または多価アルコールとのエステル、アルコール例、メタノール、エタノ
ール、ｎ－オクタノール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオ
ール、１，９－ノナンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオ
ペンチルグリコール、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレン
グリコール、ペンタエリトリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ
，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペン
タデカノール、トリメチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシ
メチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。
【００７２】
　１．１５．β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
の以下の一価または多価アルコールとのエステル、アルコール例、メタノール、エタノー
ル、オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオ
ール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオ
ジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリト
リトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシ
エチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチル
ヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２
，６，７－トリオキサビシクロ［２．２．２］オクタン。



(13) JP 5209304 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

【００７３】
　１．１６．３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル酢酸の以下の一価または
多価アルコールとのエステル、アルコール例、メタノール、エタノール、オクタノール、
オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレングリ
コール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコー
ル、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリトリトール、トリス（
ヒドロキシエチル）イソシアヌレート、Ｎ，Ｎ’－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミド
、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール、
トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスファ－２，６，７－トリオキ
サビシクロ［２．２．２］オクタン。
【００７４】
　１．１７．β－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸の
アミド、例えば、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプ
ロピオニル）ヘキサメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第三ブチル－４－
ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ
－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス［２
－（３－［３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル］プロピオニルオキシ）エ
チル］オキサミド（ユニロイヤル社製ナウガードＸＬ－１（登録商標：Ｎａｕｇａｒｄ）
）。
【００７５】
　１．１８．アスコルビン酸（ビタミンＣ）
【００７６】
　１．１９．アミン系抗酸化剤、例えば、Ｎ，Ｎ’－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレン
ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ビス（１，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビ
ス（１－エチル－３－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（１
－メチルヘプチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジシクロヘキシル－ｐ－フェ
ニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（２
－ナフチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェ
ニレンジアミン、Ｎ－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジ
アミン、Ｎ－（１－メチルヘプチル）－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－
シクロヘキシル－Ｎ’－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルフ
ァモイル）ジフェニルアミン、Ｎ，Ｎ’－ジメチル－Ｎ，Ｎ’－ジ－第二ブチル－ｐ－フ
ェニレンジアミン、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキ
シジフェニルアミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－第三オクチルフェ
ニル）－１－ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチル化ジフェニ
ルアミン、例えばｐ，ｐ’－ジ－第三オクチルジフェニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノ
フェノール、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフェノール、４－ド
デカノイルアミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール、ビス（４－メト
キシフェニル）アミン、２，６－ジ－第三ブチル－４－ジメチルアミノメチルフェノール
、２，４’－ジアミノジフェニルメタン、４，４’－ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ
，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－４，４’－ジアミノジフェニルメタン、１，２－ビス［（
２－メチルフェニル）アミノ］エタン、１，２－ビス（フェニルアミノ）プロパン、
（ｏ－トリル）ビグアニド、ビス［４－（１’，３’－ジメチルブチル）フェニル］アミ
ン、第三オクチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－およびジアルキル化第三
ブチル／第三オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－およびジアルキル化ノニルジフ
ェニルアミンの混合物、モノ－およびジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、
モノ－およびジアルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、モノ
－およびジアルキル化第三ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，３
－ジメチル－４Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－およびジアルキル
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化第三ブチル／第三オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－およびジアルキル化第三オ
クチルフェノチアジンの混合物、Ｎ－アリルフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テト
ラフェニル－１，４－ジアミノブテ－２－エン。
【００７７】
　２．紫外線吸収剤および光安定剤
　２．１．２－（２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
　既知の市販のヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール及び米国特許第３，００
４，８９６号明細書、米国特許第３，０５５，８９６号明細書、米国特許第３，０７２，
５８５号明細書、米国特許第３，０７４，９１０号明細書、米国特許第３，１８９，６１
５号明細書、米国特許第３，２１８，３３２号明細書、米国特許第３，２３０，１９４号
明細書、米国特許第４，１２７，５８６号明細書、米国特許第４，２２６，７６３号明細
書、米国特許第４，２７５，００４号明細書、米国特許第４，２７８，５８９号明細書、
米国特許第４，３１５，８４８号明細書、米国特許第４，３４７，１８０号明細書、米国
特許第４，３８３，８６３号明細書、米国特許第４，６７５，３５２号明細書、米国特許
第４，６８１，９０５号明細書、米国特許第４，８５３，４７１号明細書、米国特許第５
，２６８，４５０号明細書、米国特許第５，２７８，３１４号明細書、米国特許第５，２
８０，１２４号明細書、米国特許第５，３１９，０９１号明細書、米国特許第５，４１０
，０７１号明細書、米国特許第５，４３６，３４９号明細書、米国特許第５，５１６，９
１４号明細書、米国特許第５，５５４，７６０号明細書、米国特許第５，５６３，２４２
号明細書、米国特許第５，５７４，１６６号明細書、米国特許第５，６０７，９８７号明
細書、米国特許第５，９７７，２１９号明細書及び米国特許第６，１６６，２１８号明細
書に開示されたようなベンゾトリアゾール、例えば、２－（２－ヒドロキシ－５－メチル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒドロキ
シフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロキシ－５－第三ブチルフェ
ニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロキシ－５－第三オクチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（３，５－ジ－第三ブチル－２－ヒド
ロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（３－第三ブチル－２
－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－第二ブチ
ル－５－第三ブチル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２
－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３，
５－ジ－第三アミル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３
，５－ビス－α－クミル－２－ヒドロキシフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－
（３－第三ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－（ω－ヒドロキシ－オクタ－（エチレン
オキシ）カルボニル－エチル）－，フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－
ドデシル－２－ヒドロキシ－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（
３－第三ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－オクチルオキシカルボニル）エチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、ドデシル化２－（２－ヒドロキシ－５－メチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－第三ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－
オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール
、２－（３－第三ブチル－５－（２－（２－エチルヘキシルオキシ）－カルボニルエチル
）－２－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－第
三ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）－５－ク
ロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－第三ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－
メトキシカルボニルエチル）フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－第三ブ
チル－５－（２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル）－２－ヒドロキシフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（３－第三ブチル－２－ヒドロキシ－５－（
２－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２，
２’－メチレン－ビス（４－第三オクチル－（６－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル
）フェノール）、２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オクチルフェニル）
－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、２－（２－ヒドロキシ－３－第三オクチル－５－α－クミ



(15) JP 5209304 B2 2013.6.12

10

20

30

40

50

ルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－フルオロ－２－（２－ヒドロキシ－３，
５－ジ－α－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒ
ドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ
－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾ
トリアゾール、２－（３－第三ブチル－２－ヒドロキシ－５－（２－イソオクチルオキシ
カルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフル
オルメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オクチルフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－５－第三オ
クチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒ
ドロキシ－３，５－ジ－第三オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、メチル３
－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－第三ブチル
－４－ヒドロキシヒドロシンナメート、５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－
３－α－クミル－５－第三オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフ
ルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三ブチルフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ
－第三ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－トリフルオロメチル－２－（
２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－
ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルフェニル）－２Ｈ－
ベンゾトリアゾール及び ５－フェニルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ
－第三ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール。
【００７８】
　２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン、
　例えば、４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４
－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，２’，４’－トリヒドロキシ及び２’－ヒ
ドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【００７９】
　２．３．置換された及び非置換の安息香酸のエステル、
　例えば、４－第三ブチル－フェニルサリチレート、フェニルサリチレート、オクチルフ
ェニルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）
レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、２，４－ジ－第三ブチルフェニル３，５－
ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンゾエート、ヘキサデシル３，５－ジ－第三ブチル－
４－ヒドロキシベンゾエート、オクタデシル３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベ
ンゾエート、２－メチル－４，６－ジ－第三ブチルフェニル３，５－ジ－第三ブチル－４
－ヒドロキシベンゾエート。
【００８０】
　２．４．アクリレート及びマロネート、
　例えば、α－シアノ－β，β－ジフェニルアクリル酸エチルエステル又はイソオクチル
エステル、α－カルボメトキシ－桂皮酸メチルエステル、α－シアノ－β－メチル－ｐ－
メトキシ－桂皮酸メチルエステル又はブチルエステル、α－カルボメトキシ－ｐ－メトキ
シ－桂皮酸メチルエステル、Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチ
ル－インドリン、サンデュボアー（登録商標：Ｓａｎｄｕｖｏｒ）ＰＲ２５、ジメチルｐ
－メトキシベンジリデンマロネート（ＣＡＳ登録番号：７４４３－２５－６）、及びサン
デュボアー（登録商標：Ｓａｎｄｕｖｏｒ）ＰＲ３１、ジ－（１，２，２，６，６－ペン
タメチルピペリジン－４－イル）ｐ－メトキシベンジリデンマロネート（ＣＡＳ登録番号
：１４７７８３－６９－５）。
【００８１】
　２．５．ニッケル化合物、
　例えば、ｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン又はＮ－シクロヘキシルジエタノー
ルアミンのような他の配位子を伴うか又は伴わない１：１又は１：２錯体のような２，２
’－チオビス－［４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェノール］のニッケル
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錯体、ニッケルジブチルジチオカルバメート、モノアルキルエステルのニッケル塩、例え
ば４－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジルホスホン酸のメチル又はエチルエス
テル、ケトキシム、例えば２－ヒドロキシ－４－メチルフェニル－ウンデシルケトキシム
のニッケル錯体、他の配位子を伴うか又は伴わない１－フェニル－４－ラウロイル－５－
ヒドロキシピラゾールのニッケル錯体。
【００８２】
　２．６．立体障害アミン安定剤、
　例えば、４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、１－アリル－４
－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、１－ベンジル－４－ヒドロキ
シ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－
４－ピペリジル）セバケート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）
スクシネート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバケート
、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバケ
ート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５
－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチル）
－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとコハク酸の縮合物、Ｎ，
Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン
と４－第三オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの線状又は環状
縮合物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセテ
ート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４
－ブタンテトラカルボキシレート、１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス（３，３
，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス
（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒドロ
キシ－３，５－ジ－第三ブチルベンジル）マロネート、３－ｎ－オクチル－７，７，９，
９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、ビ
ス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス
（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシネート、Ｎ，
Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミン
と４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの線状又は環状縮合物、
２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エタン
の縮合物、２－クロロ－４，６－ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，６－ペ
ンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス－（３－アミノプロピ
ルアミノ）エタンの縮合物、８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テトラメチ
ル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、３－ドデシル－１
－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジオン、３
－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－
２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキシ－と４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジンの混合物、Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４
－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６－ジクロロ
－１，３，５－トリアジンの縮合生成物、１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）エ
タンと２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン並びに４－ブチルアミノ－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジンの縮合生成物（ＣＡＳ登録番号［１３６５０４－９
６－６］）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデシルス
クシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデ
シルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキサ－３
，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ［４．５］デカン、７，７，９，９－テトラメチル－
２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ［４．５］デカ
ンとエピクロロヒドリンの反応生成物、１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチ
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ル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（４－メトキシフェニル）エテン、Ｎ，Ｎ
’－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ’－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル
）ヘキサメチレンジアミン、４－メトキシメチレンマロン酸と１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ヒドロキシピペリジンとのジエステル、ポリ［メチルプロピル－３－オキ
シ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）］シロキサン、マレイン酸
無水物－α－オレフィンコポリマーと２，２，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリ
ジン又は１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－アミノピペリジンとの反応生成物。
【００８３】
　立体障害アミンはまた、米国特許第５，９８０，７８３号明細書に記載される化合物、
即ち成分Ｉ－ａ）、Ｉ－ｂ）、Ｉ－ｃ）、Ｉ－ｄ）、Ｉ－ｅ）、Ｉ－ｆ）、Ｉ－ｇ）、Ｉ
－Ｈ）、Ｉ－ｉ）、Ｉ－ｊ）、Ｉ－ｋ）又はＩ－ｌ）の化合物、特に前記米国特許第５，
９８０，７８３号明細書の第６４欄ないし第７２欄に列挙される光安定剤１－ａ－１、１
－ａ－２、１－ｂ－１、１－ｃ－１、１－ｃ－２、１－ｄ－１、１－ｄ－２、１－ｄ－３
、１－ｅ－１、１－ｆ－１、１－ｇ－１、１－ｇ－２又は１－ｋ－１の一つであり得、こ
の関連部分は参照としてここに組み込まれる。
【００８４】
　立体障害アミンはまた、米国特許第６，０４６，３０４号明細書及び米国特許第６，２
９７，２９９号明細書に記載される化合物、例えば、その中の請求項１０又は３８又は実
施例１ないし１２又はＤ－１ないしＤ－５に記載される化合物の一つでもあり得、この開
示は参照としてここに組み込まれる。
【００８５】
　２．７．ヒドロキシ置換アルコキシ基によって、Ｎ－原子上を置換された立体障害アミ
ン、
　例えば、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキ
シ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロ
ポキシ）－４－ヘキサデカノイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、１
－オキシル－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンと第三アミルア
ルコールからの炭素基との反応生成物、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）
－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、 １－（２－ヒドロキシ
－２－メチルプロポキシ）－４－オキソ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビ
ス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジン－４－イル）セバケート、ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ
）－２，２，６，６－テトラメチルピぺリジン－４－イル）アジペート、ビス（１－（２
－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４
－イル）スクシネート、ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）グルタレート及び２，４－ビス｛Ｎ－[
１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジン－４－イル]－Ｎ－ブチルアミノ｝－６－（２－ヒドロキシエチルアミノ）－ｓ－ト
リアジン等の化合物。
【００８６】
　２．８．オキサミド、
　例えば、４，４’－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２’－ジエトキシオキサニリ
ド、２，２’－ジオクチルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２，２’－ジド
デシルオキシ－５，５’－ジ－第三ブトキサニリド、２－エトキシ－２’－エチルオキサ
ニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキサミド、２－エトキシ－５
－第三ブチル－２’－エトキサニリド及びその２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－
ジ－第三ブトキサニリドとの混合物、ｏ－及びｐ－メトキシ－二置換オキサニリドの混合
物及びｏ－及びｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
【００８７】
　２．９．トリス－アリール－ｏ－ヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジン、
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　既知の市販のトリス－アリール－ｏ－ヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジン及び例えば
、米国特許第３，８４３，３７１号明細書、米国特許第４，６１９，９５６号明細書、米
国特許第４，７４０，５４２号明細書、米国特許第５，０９６，４８９号明細書、米国特
許第５，１０６，８９１号明細書、米国特許第５，２９８，０６７号明細書、米国特許第
５，３００，４１４号明細書、米国特許第５，３５４，７９４号明細書、米国特許第５，
４６１，１５１号明細書、米国特許第５，４７６，９３７号明細書、米国特許第５，４８
９，５０３号明細書、米国特許第５，５４３，５１８号明細書、米国特許第５，５５６，
９７３号明細書、米国特許第５，５９７，８５４号明細書、米国特許第５，６８１，９５
５号明細書、米国特許第５，７２６，３０９号明細書、米国特許第５，７３６，５９７号
明細書、米国特許第５，９４２，６２６号明細書、米国特許第５，９５９，００８号明細
書、米国特許第５，９９８，１１６号明細書、米国特許第６，０１３，７０４号明細書、
米国特許第６，０６０，５４３号明細書、米国特許第６，２４２，５９８号明細書及び米
国特許第６，２５５，４８３号明細書に開示されているようなトリアジン、例えば、４，
６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシ
フェニル）－ｓ－トリアジン、シアソルブ（登録商標：Ｃｙａｓｏｒｂ）１１６４，サイ
テック社、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２，４－ジヒドロキシ
フェニル）－ｓ－トリアジン、 ２，４－ビス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－６－
（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－
ヒドロキシエトキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，
４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシエトキシ）フ
ェニル）］－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－
ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－６－（４－ブロモフェニル）
－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－アセトキシエトキシ）フ
ェニル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジヒ
ドロキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビ
ス（４－ビフェニリル）－６－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシカルボニルエチリ
デンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２－フェニル－４－［２－ヒドロキシ－４－（
３－第二ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－６－［２－ヒドロ
キシ－４－（３－第二アミルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－
トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－
（３－ベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、
２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ｎ－ブチルオキシフェニル）－６－（２，４－ジ－
ｎ－ブチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニ
ル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ノニルオキシ*－２－ヒドロキシプロピルオキ
シ）－５－α－クミルフェニル］－ｓ－トリアジン（＊は、オクチルオキシ基、ノニルオ
キシ基及びデシルオキシ基の混合物を表わす）、メチレンビス－｛２，４－ビス（２，４
－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキ
シプロポキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン｝、５：４：１の比において、３：５’、５
：５’及び３：３’位を架橋されたメチレン架橋二量体混合物、２，４，６－トリス（２
－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシカルボニルイソプロピリデンオキシフェニル）－
ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－（２－ヒドロキシ－
４－ヘキシルオキシ－５－α－クミルフェニル）－ｓ－トリアジン、２－（２，４，６－
トリメチルフェニル）－４，６－ビス［２－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキシ－２－
ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、２，４，６－トリス［２－ヒ
ドロキシ－４－（３－第二ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－
ｓ－トリアジン、４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ
－４－（３－ドデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－フェニル）－ｓ－トリアジ
ンと４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２－（２－ヒドロキシ－４－（３－
トリデシルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）－フェニル）－ｓ－トリアジンの混合物
、チヌビン（登録商標：Ｔｉｎｕｖｉｎ）４００，チバ　スペシャルティ　ケミカルズ社
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２－エチルヘキシルオキシ）－２－ヒドロキシプロポキシ）－フェニル）－ｓ－トリアジ
ン及び４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ
－トリアジン。
【００８８】
　３．金属奪活剤、
　例えば、Ｎ，Ｎ’－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリチラル－Ｎ’－サリチロイルヒド
ラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３，５－ジ－第
三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－サリチロイルアミノ
－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒドラジド、オキサニ
リド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ジ
アセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）オキサリルジヒドラ
ジド、Ｎ，Ｎ’－ビス（サリチロイル）チオプロピオニルジヒドラジド。
【００８９】
　４．ホスフィット及びホスホナイト、
　例えば、トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジア
ルキルホスフィット、トリス（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィッ
ト、トリオクタデシルホスフィット、ジステアリルペンタエリトリトールジホスフィット
、トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリト
リトールジホスフィット、ビス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトー
ルジホスフィット、ビス（２，６－ジ－第三ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリト
リトールジホスフィット、ジイソデシルオキシペンタエリトリトールジホスフィット、ビ
ス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィッ
ト、ビス（２，４，６－トリス（第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフィ
ット、トリステアリルソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ－第三ブ
チルフェニル）４，４’－ビフェニレンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，
４，８，１０－テトラ－第三ブチル－ジベンゾ［ｄ，ｆ］［１，３，２］ジオキサホスフ
ェピン（ｄｉｏｘａｐｈｏｓｐｈｅｐｉｎ）、６－フルオロ－２，４，８，１０－テトラ
－第三ブチル－１２－メチル－ジベンゾ［ｄ，ｇ］［１，３，２］ジオキサホスホシン、
ビス（２，４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）メチルホスフィット、ビス（２，
４－ジ－第三ブチル－６－メチルフェニル）エチルホスフィット、２，２’，２’’－ニ
トリロ［トリエチルトリス（３，３’，５，５’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフ
ェニル－２，２’－ジイル）－ホスフィット］、２－エチルヘキシル（３，３’，５，５
’－テトラ－第三ブチル－１，１’－ビフェニル－２，２’－ジイル）ホスフィット。
【００９０】
　特に好ましいのは、以下のホスフィットである：
　トリス（２，４－ジ－第三ブチルフェニル）ホスフィット（イルガフォス１６８（登録
商標：Ｉｒｇａｆｏｓ）、チバ－スペシャルティ　ケミカルズ社）、トリス（ノニルフェ
ニル）ホスフィット、
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【化４】

。
【００９１】
　５．ヒドロキシルアミン、
　例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、
Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミ
ン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシル
ヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－メ
チル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン及び水素化牛脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ
－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【００９２】
　６．ニトロン、
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　例えば、Ｎ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチルニトロン、Ｎ
－オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニトロン、Ｎ－テト
ラデシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ
－オクタデシル－α－ヘプタデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシルニト
ロン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－α－ヘプタデ
シルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、Ｎ－メチル－α－ヘプタ
デシルニトロン、及び水素化牛脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシル
アミンから誘導されたニトロン。
【００９３】
　７．アミンオキシド、
　例えば、米国特許第５，８８４，０２９号明細書及び米国特許第５，８８０，１９１号
明細書に開示されているようなアミンオキシド誘導体、ジデシルメチルアミンオキシド、
トリデシルアミンオキシド、トリドデシルアミンオキシド及びトリヘキサデシルアミンオ
キシド。
【００９４】
　８．ベンゾフラノン及びインドリノン、
　例えば、米国特許第４，３２５，８６３号明細書、米国特許第４，３３８，２４４号明
細書、米国特許第５，１７５，３１２号明細書、米国特許第５，２１６，０５２号明細書
、米国特許第５，２５２，６４３号明細書、独国特許出願公開第４３１６６１１号明細書
、独国特許出願公開第４３１６６２２号明細書、独国特許出願公開第４３１６８７６号明
細書、欧州特許出願公開第０５８９８３９号明細書、欧州特許出願公開第０５９１１０２
号明細書、欧州特許出願公開第１２９１３８４号明細書に開示されるもの、又は３－［４
－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ－第三ブチル－ベンゾフラノ－２
－オン、５，７－ジ－第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェ
ニル］ベンゾフラノ－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ－第三ブチル－３－（４－
［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラノ－２－オン］、５，７－ジ－第三ブ
チル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラノ－２－オン、３－（４－アセトキシ－
３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフラノ－２－オン、３－（
３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフ
ラノ－２－オン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフ
ラノ－２－オン、３－（２，３－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－第三ブチルベンゾフ
ラノ－２－オン、３－（２－アセチル－５－イソオクチルフェニル）－５－イソオクチル
ベンゾフラノ－２－オン。
【００９５】
　９．チオ相乗剤、
　例えば、ジラウリルチオジプロピオネート又はジステアリルチオジプロピオネート。
【００９６】
　１０．過酸化物捕捉剤、
　例えば、β－チオジプロピオン酸のエステル、例えば、ラウリル、ステアリル、ミリス
チル又はトリデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール又は２－メルカプトベンズ
イミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバメート、ジオクタデシルジスルフィド
、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネート。
【００９７】
　１１．ポリアミド安定剤、
　例えば、ヨウ化物及び／又はリン化合物と組み合わせた銅塩及び二価マンガンの塩。
【００９８】
　１２．塩基性補助安定剤
　例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレー
ト、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸の
アルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばカルシウムステアレート、亜鉛ステアレ
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びカリウムパルミテート、アンチモンピロカテコレート又は亜鉛ピロカテコレート。
【００９９】
　１３．核剤、
　例えば、タルクのような無機物質、二酸化チタン、酸化マグネシウムのような金属酸化
物、好ましくはアルカリ土類金属のホスフェート、炭酸塩又は硫酸塩；モノ－又はポリカ
ルボン酸のような有機化合物及びそれらの塩、例えば、４－第三ブチル安息香酸、アジピ
ン酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウム又は安息香酸ナトリウム；イオンコポリマー
（アイオノマー）のようなポリマー化合物。
【０１００】
　１４．充填剤及び強化剤、
　例えば、炭酸カルシウム、シリケート、ガラス繊維、ガラス球、アスベスト、
タルク、カオリン、雲母、硫酸バリウム、金属酸化物及び金属水酸化物、カーボンブラッ
ク、グラファイト、木粉及び他の天然物の粉末又は繊維、合成繊維。
【０１０１】
　１５．分散助剤、
　例えば、ポリエチレンオキシドワックス又は鉱油。
【０１０２】
　１６．他の添加剤、
　例えば、可塑剤、滑剤、乳化剤、顔料、染料、蛍光増白剤、レオロジー添加剤、触媒、
流れ調整剤、スリップ剤、架橋剤、架橋増進剤、ハロゲン掃去剤、防煙剤、防炎加工剤、
静電防止剤、置換及び非置換ビスベンジリデンソルビトール等の透明剤、２，２’－ｐ－
フェニレン－ビス（３，１－ベンゾオキサジノ－４－オン）等のベンゾオキサジノン紫外
線吸収剤、シアソルブ（登録商標：Ｃｙａｓｏｒｂ）３６３８（ＣＡＳ登録番号：１８６
００－５９－４）、及び発泡剤。
【０１０３】
　好ましい更なる添加剤は、ヒンダードアミン光安定剤、ヒドロキシルアミン安定剤、有
機リン安定剤、ベンゾフラノン安定剤及びヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、ヒド
ロキシフェニル－ｓ－トリアジン又はベンゾフェノン紫外線吸収剤からなる群から選択さ
れる１種以上の添加剤である。
【０１０４】
　本発明のポリオレフィン組成物は、優れた耐候性（熱、酸素及び光に対する安定性）、
耐引掻性、優れた加工安定性、優れた機械強度、優れた光沢の保留性を示し、かつ非粘着
性である。ポリオレフィン成形部品は、例えば、自動車用途、即ちバンパー等のために適
当である。
【０１０５】
　本発明の他の観点は、ポリオレフィンのための耐引掻性付与剤（ｓｃｒａｔｃｈ　ｒｅ
ｓｉｓｔａｎｔ　ａｇｅｎｔ）としての、成分（ｂ）及び（ｃ）の混合物の使用である。
【０１０６】
　以下の実施例で本発明を更に詳細に説明する。特に記載がない限りは、全てのパーセン
トは質量部を表わす。
【実施例】
【０１０７】
　実施例１：ポリオレフィンの耐引掻性
　官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンとステアリルエルカミドの２：１（質量比
）ブレンド［成分（ｂ）及び（ｃ）の混合物；本発明のブレンド］を製造した。本発明の
官能化されたマレイン酸変性α－オレフィンは、式
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【化５】

（式中、Ｒ1及びＲ2は、牛脂を表わし、Ｒは、炭素原子数２０ないし２４のアルキル基を
表わし、ｎは、約４５の平均値を表わす。）で表わされる無水マレイン酸を有する炭素原
子数２２ないし２６のポリマーの牛脂アルコールエステルである。
【０１０８】
　比較性能を評価する他の添加剤は、オレアミド、ステアリルエルカミド及びダウ　コー
ニング　ＭＢ　５０－３２１（Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＭＢ　５０－３２１）ポリシロ
キサン添加剤である。質量％は、ポリプロピレンに対するものである。添加剤を、タルク
を２０ないし３０％及びカーボンブラックを２ないし３％含む耐衝撃変性コポリマーポリ
プロピレン（プロファックス（ＰＲＯＦＡＸ）　７５２３：バーゼル社から市販で入手可
能。）及び高耐衝撃性ポリプロピレン（メルトフロー：３ないし５）中に配合した。全て
の配合は、２５ｍｍ二軸スクリュー押出機を使用し、工業規格条件下で行った。全ての配
合物はまた、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール紫外線吸収剤、ヒンダードアミン光
安定剤、ヒンダードフェノール系抗酸化剤及び有機リン加工安定剤等の安定剤も含む。射
出成形プラックを、ボーイ　５０－Ｍ（ＢＯＹ　５０－Ｍ）射出成形機で、標準条件を使
用して、配合物サンプルから製造した。
【０１０９】
　耐衝撃性に加えて、屋外暴露前及び屋外暴露後の耐引掻性を評価するために、いくつか
の試験を行った。結果を以下に示す。
　スタンダード　ファイブ　フィンガー　スクラッチ試験（Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ｆｉｖｅ
　Ｆｉｎｇｅｒ　Ｓｃｒａｔｃｈ　ｔｅｓｔ）ガイドライン（ダイムラークライスラー社
　試験番号：ＬＰ－４６３ＤＤ－１８－１、２００２年７月２４日）。
　評価　　　　引掻幅　　　　　　　　　　　　　　白化
　１（最高）　＜０．２ｍｍの幅　　　　　　　　　なし
　　　　　　　ほとんど目に見えない
　２　　　　　０．２－０．３ｍｍの幅　　　　　　なし
　　　　　　　わずかな変形、近距離で目に見える
　３　　　　　０．３－０．４ｍｍの幅
　　　　　　　明らかに目に見える
　４　　　　　０．４－０．５ｍｍの幅　　　　　　全ての引掻傷に対して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目に見える白化
　５（最低）　＞０．５ｍｍの幅　　　　　　　　　全ての引掻傷に対して白化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場合により、残がいが伴う

　結果（Ｎ＝ニュートン）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３Ｎ　　６Ｎ　　１０Ｎ　　１５Ｎ
対照　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５　４　　　４．５　　５
１％オレアミド　　　　　　　　　　　　１．５　２　　　３．５　　４．５
３％ダウ　コーニングＭＢ５０－３２１　１．５　２．５　４　　　　５
３％本発明のブレンド　　　　　　　　　１．５　２　　　２　　　　３．５
【０１１０】
　屋外暴露後の結果
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　別の詳細な研究において、屋外暴露後の結果を示す。キセノン　アーク　ウェザロメー
ター（Ｘｅｎｏｎ　ａｒｃ　ＷｅａｔｈｅｒＯｍｅｔｅｒ）、放射照度：０．５５Ｗ／ｍ
2（３４０ｎｍ）、自動車用内装品プロトコル：ＳＡＥ　Ｊ　１８８５－ＮＡＦＴＡ、ブ
ラックパネル温度：８９℃、乾燥条件。６００ｋＪ／ｍ2に対する耐引掻性が望ましい。
スタンダード　ファイブ　フィンガー試験の評価を以下に示す。
【表１】

　６００ＫＪＳに対する暴露後、ステアリルエルカミドを含むプラックは粘着性になった
。本発明のブレンドは、屋外暴露のいかなる悪影響もなく、驚くべき相乗効果を示した。
【０１１１】
　改良したテーバー磨耗試験
　目視検査ガイドライン
　評価　　　　　引掻幅　　　　　　　　比較性能
　１（最高）　　＜５０ｍｍ　　　　　　優秀
　２　　　　　　２００－３００ｍｍ　　良好
　３　　　　　　３００－４００ｍｍ　　可
　４　　　　　　４００－５００ｍｍ　　不良
　５（最低）　　＞５００ｍｍ　　　　　劣悪

　改良したテーバー磨耗試験データ
　対照　　　　　　　　　　　　　　　　　４
　１％オレアミド　　　　　　　　　　　　２．５
　３％ダウ　コーニングＭＢ５０－３２１　２．５
　３％本発明のブレンド　　　　　　　　　１．５

　上記結果は、ポリオレフィンにおける本発明のブレンドの顕著な耐引掻性の改善を示す
。
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